
 

令和元年１１月１１日 

各位 

名古屋商工会議所 

 
 

 
 

取 材 方 お 願 い 
 
名古屋商工会議所では、（公社）日本観光振興協会中部支部との共催により、      

１２月９日（月）に、「産業観光フォーラム」を下記のとおり開催いたします。 
観光ニーズの多様化や、「モノ消費」から「コト消費」へのシフト等を背景として、    

モノづくりの心を訪ね、学び、体験する「産業観光」が、改めて大きく注目される中、今回
のフォーラムでは、「醸造文化」をテーマに開催いたします。 
近年、健康志向の高まりから世界中で注目を集めるとともに、味噌、醤油、みりん、酢   

など、愛知県の食文化の基礎となってきた「発酵」や「醸造」。そのものづくりの現場に   
触れる産業観光の可能性を探るため、各地で専門的にお取組みをされている方々をお招きし、
ご講演いただきます。 
つきましては、当日の取材方につきまして、何卒よろしくお願い申し上げます。  

＜ 開 催 概 要 ＞ 
            

１．開  催  日：令和元年１２月９日（月）１３：３０～１６：３０ 

２．会    場：名古屋商工会議所 ２階ホール 

３．主   催：名古屋商工会議所・公益社団法人日本観光振興協会中部支部 

４．参 加 者 数：約１５０名（予定） 

５．プログラム： 

13：30 開  会 

13：30～ 
14：00 

＜報 告＞ 

「令和の産業観光の新しい光、“醸造”というテーマ」 
全国産業観光推進協議会 会長 
東海旅客鉄道株式会社 相談役 須田 寬 氏 

14：00～ 
15：10 

＜基調講演＞ 

「今、話題上昇中！日本と世界の“発酵ツーリズム”」 
発酵デザイナー 小倉 ヒラク 氏 

15：10～ 
15：30 

＜事例発表①＞ 

「半田運河を舞台としたお酒とお寿司の話」 
半田市観光協会 事務局長 榊原 宏 氏 

15：00～ 
15：50 

＜事例発表②＞ 

「岡崎城下の伝統を継ぐ“八丁味噌”２蔵の産業観光」 
カクキュー 企画室長 野村 健治 氏 

15：50～ 
16：30 

醸造ツーリズムイベントご紹介 

６．取材について：当日ご取材いただける際は、名古屋商工会議所２階ホール前の「受付」

までお越し下さい。 
以上 

【本件担当】名古屋商工会議所 商務交流部 流通・観光・街づくりユニット 担当：佐藤 
TEL：052-223-5731 FAX：052-231-5703 E-mail：ryutu@nagoya-cci.or.jp 

テーマ『醸造文化』を愉しもう！ 



⇒
申込書

1２月4日（水）
までにお申込ください。

13：30 報告

令和の産業観光の新しい光、
“醸造”というテーマ

産業観光フォーラム

２０１９年１２月9日(月)
13 : 30～16 : 30

名古屋商工会議所 2階ホール
（ 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 1 0 - 1 9 ）

◆ 主催：（公社）日本観光振興協会中部支部、名古屋商工会議所

◆ 後援（依頼先）：愛知県、名古屋市、中日新聞社、朝日新聞社、毎日新聞中部本社、読売新聞社、日本経済新聞社名古屋支社、

中部経済新聞社、日刊工業新聞社名古屋支社、フジサンケイビジネスアイ、NHK名古屋放送局、CBCテレビ、東海テレビ放送、

メ～テレ、中京テレビ放送、テレビ愛知、全国産業観光推進協議会、中部圏インバウンドセールスプロジェクト（CISP）

◆ 協力：東海発酵文化研究会、名城大学日本酒研究会、産業観光推進懇談会（AMIC）

◆ 事務局：㈱カーネルコンセプト 担当者：Julie BAUD、武山純子 TEL： 052-459-0883

発酵文化の素晴らしさを熱く語る！

小倉 ヒラク 氏
発酵デザイナー
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※先着順で定員
１５０名になり次第
締め切ります。

参加費

無料

テーマ『醸造文化』を愉しもう！

榊原 宏 氏
半田市観光協会 事務局長

野村 健治 氏
カクキュー 企画室長

14：00 基調講演

今、話題上昇中！
日本と世界の“発酵ツ－リズム”

15：10 事例発表①

半田運河を舞台としたお酒とお寿司の話

15：30 事例発表②

岡崎城下の伝統を継ぐ
“八丁味噌”２蔵の産業観光

15：50
醸造ツーリズムイベントご紹介



F A X : 0 5 2 - 5 4 1 - 1 2 5 1
メール ： c h u b u＠n i h o n - k a n k o u . o r . j p

無料 （※先着順で定員 １ ５ ０ 名 にな り次第締め切 り ます ）

下記 ・ 申込書によ り 、 1 ２ 月 4 日 （水 ） までに Ｆ Ａ Ｘ 、 メ ールにて
お申込 く だ さ い 。

申込期間
申込方法

参加費

◆ 産業観光とは… ◆
歴史的、文化的価値のある産業文化財(機械器具、工場遺構等)、生産現場(工場・工房等)及び製

品などを観光資源とし、それらを通じてモノづくりの心に触れるとともに、人的交流を促進する観光

活動です。名古屋商工会議所文化・観光委員会が提唱し、行政機関等と一体となり推進しています。

◆ 産業観光推進懇談会（AMIC）加盟館一覧 ◆
愛知県陶磁美術館、あいち航空ミュージアム、あま市七宝焼アートヴィレッジ、有松・鳴海絞会館、INAXライブミュージアム、カク

キュー八丁味噌(八丁味噌の郷)、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、国際デザインセンター、トヨタ産業技術記念館、

瀬戸蔵ミュージアム、高浜市やきものの里かわら美術館、でんきの科学館、東邦ガス、ガスエネルギー館、徳川美術館、トヨタ会館、

豊田市和紙のふるさと、トヨタ博物館、内藤記念くすり博物館、名古屋市科学館、名古屋市博物館、ネックス・プラザ、

ノ リ タケの森 、博物館明治村 、プラザー ミ ュージアム 、 M I Z K A N M U S E U M 、三菱 U F J銀行 貨幣資料館 、

名鉄資料館、盛田 味の館、リニア・鉄道館


